第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年6月20日（水）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１．主題名：よりよい社会の実現(4－(2))

２．ねらい：社会の秩序や規律を高めることの大切さを理解し、公徳心をもつことの大切さを自覚させる。

３．資料名：キャッチボール（かけがえのないきみだから(学研)）(p.44～47)
４．学習指導過程

	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	これまでの生活を振り返る
	①今までに、遊んだらいけない場所(駐車場など)で遊んだり通ったらいけない場所(ぬれたグランドなど)を通ったり、停めたらいけない場所に車を停めたりしたことはありませんか。
	【一斉・発表】

・資料p.44の絵を貼り、イメージをさせる。

・したことを責めない。
・何人かに理由を聞く。

	展開
	資料を読み、明夫の気持ちを考えていく
	②試合前に練習をし始めたとき、明夫の気持ちはどんな気持ちだっただろう。

　・仲間に迷惑をかけたくない　・仕方ない

・あせっている　・この時間を大切にしたい

・試合で失敗しないか心配。
	【一斉・発表】

・軽く確認程度
・主人公に共感

個人

	
	
	③おばさんに「やめなさい」と声をかけられたとき、明夫の気持ちはどんな気持ちだっただろう。

　・うるさいなあ　・試合前なんだから
　≪確認≫おばさんは、なぜやめなさいと言ったのですか。
　≪切り返し≫あなたは、明夫とおばさんの言い分のどっち派ですか。理由は？
	【一斉・発表】

・②の場面と合わせて、切り返すことで、主人公が自分の都合で動いていることや周りのことを考えていなかったことに気づかせたい。
・「両方が上手くいく方法はなかったか」と軽く問いかける。

個人⇔社会

	
	
	④痛みがぐっと増してくるのを感じていたのは、なぜでしょうか。

　・キャッチボールをしたら悪い

　・じゃまになることがわかった

　・おばさんの気持ちに気づいた

　・おばさんに悪い　・バチが当たった
　≪切り返し≫【中心発問】悪いことやわかったこと、気づいたことは、このことだけですか？
	【個人】

→【一斉・発表】

※切り返しの場面で【グループ】にする。

・キャッチボールをしたことが悪いことやおばさんの気持ちに気づいたことだけではなく、社会全体に目を向けれていなかったことに気づかせたい。
社会

	終末
	これからの生活について考える
	⑤心のノートp.96～97を読み、授業の感想を書く。
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

※これからの自分のことやねらいにせまっている感想を2～3人発表する


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物、心のノート(p.96～97)
６．板書計画

[image: image1]
７、今後の改善点

　◎　③の切り返しでは、明夫(白)・おばさん(黄)をネームプレートで使ってわけるとよい。

　◎　心のノートを使用していることを生徒に話して使っていることを意識させるとよい。
p.44の絵














　　キャッチボール


　　　　　　　　試合前


　　　　　　　　　迷惑をかけたくない


　　　　　　　　　仕方ない


　　　　　　　　　あせっている


　　　　　　　　　失敗したくない


　　　　　　　　おばさん


やめなさい→危険、ケガ


　　　　　　　　　うるさいなあ


　　　　　　　　　試合前なんだから…























　　痛みがぐっと増す


　　・キャッチボールをしたら悪い


　　・じゃまになることがわかった


　　・おばさんの気持ちに気づいた


　　・おばさんに悪い








　　　　周りのことを考えていなかった





p.45の絵





p.47の絵





p.46の絵





心のノート








